
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  土砂分離装置等の低周波音発生源の周囲

に所定の防音パネルを配設して構成した防音ボックスに

おいて、

台座と該台座にほぼ中央で支持された板バネと該板バネ

に取り付けられた一対の錘とからなり、該錘の取付け位

置が前記板バネの材軸方向に沿って可変に構成された付

加振動体を前記錘が前記防音パネルに対してほぼ直交す

る方向に振動するように前記台座にて前記防音パネルに

固定するとともに、前記付加振動体の固有振動数が前記

低周波音発生源からほぼ定常に生じる低周波音の卓越周

波数にほぼ一致するように前記錘の取付け位置を調整し

たことを特徴とする防音ボックス。

【請求項２】  土砂分離装置等の低周波音発生源の周囲

に所定の防音パネルを配設して構成した防音ボックスに

おいて、

一対の台座と該台座間に架け渡された板バネと該板バネ

のほぼ中央に取り付けられた錘とからなり、前記板バネ

に対する前記台座の取付け位置が該板バネの材軸方向に

沿って可変に構成された付加振動体を前記錘が前記防音

パネルに対してほぼ直交する方向に振動するように、か

つ前記付加振動体の固有振動数が前記低周波音発生源か

らほぼ定常に生じる低周波音の卓越周波数にほぼ一致す

るように前記台座の取付け位置を調整して前記防音パネ

ルに固定したことを特徴とする防音ボックス。

【請求項３】  前記錘を鉄、鉛等の金属片の積層体とし

て構成した請求項１若しくは請求項２記載の防音ボック

ス。

【発明の詳細な説明】

【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明は、土砂分離装置など

の低周波音発生源を取り囲むようにして設置される防音

ボックスに関する。

【０００２】

【従来の技術】ハイドロフレーズ掘削機や泥水シールド

機械等の泥水循環式の掘削機を用いて掘削を行う場合、

掘削によって生じた排泥水は、土砂分離装置によって掘

削土砂を分離した後、所定の処理を経て再び泥水として

再利用される。

【０００３】図６は、従来の土砂分離装置の一例を側面

図で示したものである。同図でわかるように、土砂分離

装置１０は、いわゆる振動ふるいとして機能するスクリ

ーン１、３、４および盲板と呼ばれる鉄板２をばね７で

支持された枠体５に取り付けてあり、該枠体５の上方に

取り付けた起振機６を駆動することによってスクリーン

１、３、４を振動させ、該スクリーン１、３、４上の土

砂を粒径に応じて選別できるようになっている。

【０００４】ここで、土砂分離作業においてスクリーン

１、３、４を稼働すると、各機構から騒音が発生すると

ともに、スクリーン１、３、４が音波発生面となって１

７Ｈｚ程度の低周波音が生じる。かかる音のうち、低周

波音は、人間の耳で聞き取ることができる可聴範囲の下

限付近であるため、直接的な騒音とはならないまでも、

障子、窓、とびら等の建具を振動させてがたつき音を発

生させる。

【０００５】そのため、土砂分離装置を市街地に設置し

て土砂分離作業を行う場合には、図７に示すように土砂

分離装置１０全体を防音ボックス１１で覆うようにし、

装置各部からの騒音や、スクリーンの振動で生じた低周

波音ができるだけ外部に漏洩しないように工夫してい

た。

【０００６】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の

防音ボックスでは、騒音については一定の遮音機能を期

待できるものの、低周波音については、構成パネルの剛

性の関係上、該低周波音が構成パネルで共鳴し、さらに

その振動が周囲に低周波音を二次放射するため、十分な

遮音性能を期待できないという問題があった。

【０００７】一方、構成パネルを例えば厚みのあるコン

クリート製としてその面密度を大きくすれば遮音性能を

向上させることはできるが、その場合には、運搬、設

置、撤去、転用等の取扱いが困難になるという別の問題

が生じる。

【０００８】そのため、土砂分離効率を犠牲にしても、

起振機の回転数を落としたりスクリーンの振幅を下げる

などの処置で対応せざるを得なかった。

【０００９】本発明は、上述した事情を考慮してなされ

たもので、転用や取扱いが容易な通常の防音パネルを用

いて低周波音の遮音性能を向上可能な防音ボックスを提

供することを目的とする。

【００１０】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた

め、本発明の防音ボックスは請求項１に記載したよう

に、土砂分離装置等の低周波音発生源の周囲に所定の防

音パネルを配設して構成した防音ボックスにおいて、台

座と該台座にほぼ中央で支持された板バネと該板バネに

取り付けられた一対の錘とからなり、該錘の取付け位置

が前記板バネの材軸方向に沿って可変に構成された付加

振動体を前記錘が前記防音パネルに対してほぼ直交する

方向に振動するように前記台座にて前記防音パネルに固

定するとともに、前記付加振動体の固有振動数が前記低

周波音発生源からほぼ定常に生じる低周波音の卓越周波

数にほぼ一致するように前記錘の取付け位置を調整した

ものである。

【００１１】また、本発明の防音ボックスは請求項２に

記載したように、土砂分離装置等の低周波音発生源の周

囲に所定の防音パネルを配設して構成した防音ボックス

において、一対の台座と該台座間に架け渡された板バネ

と該板バネのほぼ中央に取り付けられた錘とからなり、

前記板バネに対する前記台座の取付け位置が該板バネの

材軸方向に沿って可変に構成された付加振動体を前記錘

が前記防音パネルに対してほぼ直交する方向に振動する

ように、かつ前記付加振動体の固有振動数が前記低周波

音発生源からほぼ定常に生じる低周波音の卓越周波数に

ほぼ一致するように前記台座の取付け位置を調整して前

記防音パネルに固定したものである。

【００１２】また、本発明の防音ボックスは、前記錘を

鉄、鉛等の金属片の積層体として構成したものである。

【００１３】本発明の防音ボックスにおいては、台座、

板バネおよび一対の錘からなる付加振動体を防音パネル

に固定し、該付加振動体の固有振動数が低周波音発生源

からほぼ定常に生じる低周波音の卓越周波数にほぼ一致

するように錘の取付け位置を調整する。

【００１４】かかる状態で低周波音発生源から低周波音

が防音パネルに入射すると、該パネルに取り付けた付加

振動体は、防音パネルと逆位相で振動し、その結果、防

音パネルの振動は大幅に抑制される。

【００１５】また、本発明の防音ボックスにおいては、

一対の台座、板バネおよび錘からなる付加振動体を、該

付加振動体の固有振動数が低周波音発生源からほぼ定常

に生じる低周波音の卓越周波数にほぼ一致するように台

座の取付け位置を調整して防音パネルに固定する。

【００１６】かかる状態で低周波音発生源から低周波音

が防音パネルに入射すると、上述の発明と同様、防音パ

ネルに取り付けた付加振動体は、該パネルと逆位相で振

動し、その結果、防音パネルの振動は大幅に抑制され

る。

【００１７】ここで、前記錘を鉄、鉛等の金属片の積層

体として構成した場合、該金属片を抜き差しすることに

よって錘の重量を変化させ、付加振動体の固有振動数を
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微調整することが可能となる。

【００１８】

【発明の実施の形態】以下、本発明に係る防音ボックス

の実施の形態について、添付図面を参照して説明する。

なお、従来技術と実質的に同一の部品等については同一

の符号を付してその説明を省略する。

【００１９】（第１実施形態）図１は、本実施形態の防

音ボックス２１を示したものである。同図でわかるよう

に、本実施形態の防音ボックス２１は、低周波音発生源

である土砂分離装置１０の上方並びに側方を取り囲むよ

うにして計５面の各面に複数の防音パネル２２を配設し

て構成してある。防音パネル２２は、従来と同等、例え

ば鋼板等で構成すればよい。

【００２０】ここで、各防音パネル２２には付加振動体

２３を取り付けてある。これら付加振動体２３は、防音

パネル２２が大きく振動する位置に取り付けるのがよ

い。

【００２１】付加振動体２３は、図２の詳細図でわかる

ように、ボルト等で防音パネル２２に固定される台座３

１と、該台座３１にほぼ中央で支持された板バネ３２

と、該板バネ３２に取り付けられた一対の錘３３、３３

とからなり、錘３３は、板バネの振動直角方向の幅を振

動方向の厚さ方向に比べて広くすることで防音パネル２

２にほぼ直交する方向、同図(a) でいえば左右方向に振

動するように構成してある。

【００２２】錘３３は、鉄、鉛等の金属片３５を所定枚

数積層して板バネ３２の両側から挟み込み、ボルト３４

で相互に締め付けて板バネ３２に固定するようになって

おり、ボルト３４を緩めて図３(a) に示すように板バネ

３２の材軸方向に沿ってずらせば、板バネ３２への取付

け位置を移動して付加振動体２３のバネ定数を変化させ

ることができるようになっている。

【００２３】また、ボルト３４を取り外して金属片３５

を抜き差しすれば、図３(b) に示すように、錘３３の重

量、ひいては付加振動体２３の固有振動数を微調整でき

るようになっている。なお、錘３３、３３の合計重量は

防音パネルの１００分の１以下を目安とし、例えばそれ

ぞれ５ｋｇ程度とするのがよい。

【００２４】板バネ３２は、錘３３が一方向に振動する

ように振動方向の厚さに比べその直角方向の幅を広くす

るほどよい。

【００２５】なお、錘３３が振動で抜け落ちないよう

に、板バネ３２の両端には安全ストッパーとしてプレー

ト３６を重ねてある。

【００２６】本実施形態の防音ボックス２１において

は、台座３１、板バネ３２および一対の錘３３、３３か

らなる付加振動体２３を防音パネル２２に固定し、該付

加振動体２３の固有振動数が低周波音発生源である土砂

分離装置１０からほぼ定常に生じる低周波音の卓越周波

数、例えば、土砂分離装置１０を１０００ｒｐｍ程度で

定常加振する場合には１７Ｈｚ程度の周波数にほぼ一致

するように錘３３、３３の取付け位置を調整する。

【００２７】かかる状態で土砂分離装置１０から低周波

音が防音パネル２２に入射すると、防音パネル２２およ

び該パネル２２に取り付けられた付加振動体２３が低周

波音の周波数で同調するが、付加振動体２３は防音パネ

ル２２の振動と逆位相で振動するため、防音パネル２２

の振動は大幅に抑制される。

【００２８】以上説明したように、本実施形態の防音ボ

ックスによれば、低周波音発生源である土砂分離装置の

低周波音に固有振動数を合わせた付加振動体を防音パネ

ルに取り付けるようにしたので、土砂分離装置から放射

された低周波音が防音パネルに入射しても、防音パネル

は、付加振動体による制振作用によりその振動が抑制さ

れる。

【００２９】したがって、従来のように防音パネルが大

きく振動し、その振動が周囲に低周波音を二次放射する

といったおそれがなくなり、低周波音公害を大幅に低減

することが可能となる。また、その結果、土砂分離装置

１０を通常能力で稼働することが可能となり、土砂分離

効率を犠牲にする必要もない。

【００３０】ちなみに、通常の防音パネルを用いただけ

のものに対して遮音性能を２倍程度引き上げるには、従

来であれば、防音パネルを例えば高価なハニカム板で形

成して剛性を４倍程度高くしたり、取り扱いに不便なコ

ンクリートで形成して重量を増加させることが必要であ

ったが、本実施形態の防音ボックスによれば、転用や取

扱いが容易な通常の防音パネルを用いて同程度に改善す

ることが可能となる。

【００３１】また、錘の取付け位置を板バネに沿って移

動させて板バネのバネ定数を可変に構成するとともに、

錘を鉄、鉛等の金属片の積層体として構成して該金属片

を抜き差しすることによって錘の重量を可変に構成した

ので、これらを適宜組み合わることによって付加振動体

の固有振動数を発生源の低周波音の周波数に合わせて、

広い範囲にわたって調整することが可能となる。

【００３２】（第２実施形態）次に、第２実施形態につ

いて説明する。なお、従来技術あるいは第１実施形態と

実質的に同一の部品等については同一の符号を付してそ

の説明を省略する。

【００３３】本実施形態に係る付加振動体４１も第１実

施形態と同様、土砂分離装置１０を取り囲むようにして

配置された５面の各面に複数の防音パネル２２に取り付

けてある。

【００３４】付加振動体４１は、図４(a) の詳細図でわ

かるように、ボルト等で防音パネル２２に固定される一

対の台座４２、４２と、該台座４２、４２間に架け渡さ

れる板バネ４３と、該板バネ４３のほぼ中央に取り付け

られた錘４４とからなり、錘４４は、板バネの振動直角

方向の幅を振動方向の厚さに比べて広くすることで、防
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音パネル２２にほぼ直交する方向、同図(a) でいえば左

右方向に振動するように構成してある。

【００３５】錘４４も錘３３と同様、鉄、鉛等の金属片

３５を所定枚数積層して板バネ４３の両側から挟み込

み、ボルト３４で相互に締め付けて板バネ４３に固定す

るようになっており、ボルト３４を取り外して金属片３

５を抜き差しすれば、図５(b)に示すように、錘４４の

重量、ひいては付加振動体４１の固有振動数を微調整で

きるようになっている。なお、錘４４の重量は防音パネ

ルの１００分の１以下を目安とし、例えば１０ｋｇ程度

とするのがよい。

【００３６】板バネ４３は、錘が一方向に振動するよう

に振動方向の厚さに比べその直角方向の幅を広くしてあ

り、ボルト４５で台座４２に固定するようになってお

り、該ボルトを緩めて図５(a) に示すように板バネ４３

の材軸方向に沿ってずらせば、板バネ４３のバネ定数を

変化させることができるようになっている。

【００３７】本実施形態の防音ボックスにおいては、台

座４２、４２、板バネ４３および錘４４からなる付加振

動体４１を、該付加振動体４１の固有振動数が低周波音

発生源である土砂分離装置１０からほぼ定常に生じる低

周波音の卓越周波数、例えば、土砂分離装置１０を１０

００ｒｐｍ程度で定常加振する場合には１７Ｈｚ程度の

周波数にほぼ一致するように台座４２、４２の間隔、す

なわち防音パネル２２への取付け位置を調整する。

【００３８】かかる状態で土砂分離装置１０から低周波

音が防音パネル２２に入射すると、防音パネル２２およ

び該パネル２２に取り付けられた付加振動体４１が低周

波音の周波数で同調するが、付加振動体４１は防音パネ

ル２２の振動と逆位相で振動するため、防音パネル２２

の振動は大幅に抑制される。

【００３９】なお、本実施形態の効果については第１実

施形態とほぼ同様であるので、ここではその説明を省略

する。

【００４０】

【発明の効果】以上述べたように、本発明の防音ボック

スは、土砂分離装置等の低周波音発生源の周囲に所定の

防音パネルを配設して構成した防音ボックスにおいて、

台座と該台座にほぼ中央で支持された板バネと該板バネ

に取り付けられた一対の錘とからなり、該錘の取付け位

置が前記板バネの材軸方向に沿って可変に構成された付

加振動体を前記錘が前記防音パネルに対してほぼ直交す

る方向に振動するように前記台座にて前記防音パネルに

固定するとともに、前記付加振動体の固有振動数が前記

低周波音発生源からほぼ定常に生じる低周波音の卓越周

波数にほぼ一致するように前記錘の取付け位置を調整し

たので、運搬、撤去、転用等が容易な通常の防音ボック

スの遮音性能を容易に改善することができる。

【００４１】以上述べたように、本発明の防音ボックス

は、土砂分離装置等の低周波音発生源の周囲に所定の防

音パネルを配設して構成した防音ボックスにおいて、一

対の台座と該台座間に架け渡された板バネと該板バネの

ほぼ中央に取り付けられた錘とからなり、前記板バネに

対する前記台座の取付け位置が該板バネの材軸方向に沿

って可変に構成された付加振動体を前記錘が前記防音パ

ネルに対してほぼ直交する方向に振動するように、かつ

前記付加振動体の固有振動数が前記低周波音発生源から

ほぼ定常に生じる低周波音の卓越周波数にほぼ一致する

ように前記台座の取付け位置を調整して前記防音パネル

に固定したので、運搬、撤去、転用等が容易な通常の防

音ボックスの遮音性能を容易に改善することができる。

【００４２】

【図面の簡単な説明】

【図１】本実施形態に係る防音ボックスの概略図。

【図２】防音パネルに取り付ける付加振動体を示した図

であり、(a)は側面図、(b)は正面図。

【図３】付加振動体の作用を説明した図であり、(a) は

錘を板バネに沿って移動させて板バネの剛性を変化させ

る様子を示した図、(b) は錘を構成する積層体を抜き差

しして錘の重量を変化させた様子を示した図。

【図４】第２実施形態に係る付加振動体を示した図であ

り、(a)は側面図、(b)は正面図。

【図５】第２実施形態に係る付加振動体の作用を説明し

た図であり、(a) は台座を板バネに沿って移動させて板

バネの剛性を変化させる様子を示した図、(b) は錘を構

成する積層体を抜き差しして錘の重量を変化させた様子

を示した図。

【図６】土砂分離装置の側面図。

【図７】従来の防音ボックスを示した概略図。

【符号の説明】

１０              土砂分離装置（低周波音発生源）

２１              防音ボックス

２２              防音パネル

２３、４１        付加振動体

３１、４２        台座

３２、４３        板バネ

３３、４４        錘

３５              金属片



(5) 特許第３１５１８０２号

【図１】 【図２】

【図３】

【図６】



(6) 特許第３１５１８０２号

【図４】 【図５】

【図７】
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